
六
ま
で
の
せ
て
み
る
。
こ
れ
は
現
今
の
笹
藪
と
封
比
し
て
見
る
と

露
華
い
ρ

　
編
肴
の
親
切
は
総
藻
印
刷
の
み
な
ら
す
、
解
論
，
誤
字
一
魔
表

に
示
さ
れ
て
み
る
。
一
章
表
に
よ
り
，
本
文
の
誤
字
、
脱
字
，
當

字
の
訂
正
が
禺
來
、
解
説
に
よ
り
本
書
臼
以
外
の
傍
系
的
書
欝
の

三
共
を
知
り
得
る
。
面
白
き
事
は
、
嘉
永
安
政
の
頃
餓
版
さ
れ
た

敵
本
唱
導
、
集
品
目
な
る
爲
本
臼
録
に
「
召
し
御
手
元
に
て
御
篤
し

取
論
証
候
は
ゴ
一
巻
に
付
見
料
脅
威
づ
・
と
相
定
め
」
云
々
と
い

・
幽
奇
抜
な
る
も
の
あ
る
を
伽
り
、
更
に
興
味
を
此
の
方
面
に
向
け

ら
れ
る
で
あ
、
ら
う
。

　
本
書
は
三
百
部
門
選
定
版
で
、
書
史
墨
上
露
要
な
る
位
置
を
持

つ
も
の
で
あ
る
と
は
い
へ
、
非
螢
利
的
な
腐
版
と
い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
で
あ
ら
う
。
此
の
黙
、
此
の
業
蹟
を
燧
げ
ら
れ
た
る
編
者
に
棒
ぴ

る
感
謝
と
共
に
東
林
書
房
店
主
に
も
富
盛
感
謝
の
辞
を
擦
ぴ
る
。

（
菊
版
本
文
四
七
八
頁
，
慣
五
・
○
○
、
京
都
布
烏
丸
麺
二
條
、
東
林

書
房
）
〔
寺
尾
〕

働
紫
香
樂
宮
趾
の
研
究

紹

介

滋
賀
縣
領
事
會

　
　
著
者
肥
後
和
男
學
士
は
葡
に
大
津
宮
窪
の
研
究
に
際
し
て
逡
阯

の
嚢
掘
と
岡
時
に
文
献
的
考
察
を
試
み
爾
方
面
か
ら
結
論
を
導
き

出
さ
う
と
努
め
て
調
査
方
法
に
帝
劇
の
境
地
を
拓
か
れ
た
。
本
書

　
に
も
そ
の
態
度
が
鮮
明
に
現
れ
て
み
る
。

　
内
容
は
遣
阯
の
調
査
報
告
一
∴
、
信
樂
谷
と
内
裏
野
、
二
、
調
査

の
纒
過
、
三
、
遭
跡
と
癒
物
及
び
、
四
、
文
献
に
よ
ゐ
研
究
と
、
五
、
結

論
よ
り
戒
る
。
蘭
者
に
就
い
て
斯
か
る
大
面
掘
を
成
功
的
に
成
し

逡
た
裏
に
ひ
そ
む
辛
苦
に
敬
意
を
表
し
た
い
心
文
献
的
研
究
は
綾

紀
，
正
倉
院
文
書
等
の
断
片
を
糠
ぎ
合
せ
て
宮
寺
の
外
槻
痩
遷
を

致
究
し
そ
れ
に
よ
っ
て
遣
阯
の
姓
質
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る

非
常
な
る
努
力
の
偲
ば
れ
る
一
文
で
あ
る
り
選
阯
の
獲
掘
は
か
く

、
文
献
の
採
集
を
ま
っ
て
粂
き
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
ら
づ
。
其
上

に
立
っ
て
文
化
輿
的
方
法
を
試
み
る
著
者
の
意
解
の
獲
展
を
震
り

古
代
史
上
の
聴
器
で
あ
る
、
柴
香
樂
宮
に
つ
い
て
貴
重
な
る
報
告

の
嵐
で
し
を
篤
志
者
に
紹
介
す
る
。
（
四
六
倍
版
、
思
至
九
九
頁
、

岡
版
二
一
粟
、
定
便
∵
二
〇
、
滋
賀
縣
保
勝
會
嚢
行
）
〔
藤
〕

日
本
文
代
叢
考

京
城
帝
短
大
療
法
文
學
下
編

第
十
蛎
巻
　
第
｝
號
　
　
　
一
照
就
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紹
　
　
　
　
　
介

　
昭
和
三
年
以
史
籍
々
論
纂
を
刊
行
し
禁
園
に
稗
黙
す
る
と
こ
ろ

あ
っ
た
京
城
帝
國
大
墨
法
文
墨
喬
鐵
は
、
今
又
、
文
面
二
史
學
に
卜
す

る
論
文
五
篇
を
集
録
し
種
々
の
覗
角
か
ら
日
本
文
化
を
批
渇
し
て

み
る
。

　
庶
生
磯
次
氏
の
「
支
那
文
學
の
馬
琴
の
作
品
に
及
ば
せ
る
影
響
」

は
、
椿
詮
弓
張
月
と
水
管
後
傅
、
三
七
全
嬉
午
寝
夢
と
三
國
志
演

義
と
云
ふ
風
に
、
馬
琴
の
代
表
的
作
品
九
篇
と
支
那
文
墨
と
を
精
…

緻
に
比
較
研
究
し
、
馬
琴
が
着
想
や
趣
向
の
範
を
支
那
文
學
に
求

め
な
が
ら
、
而
も
躍
な
る
醗
案
に
堕
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
等
を

よ
く
直
家
藥
籠
巾
の
も
の
と
し
て
そ
れ
に
自
准
な
趣
向
を
如
へ
た

黙
を
指
摘
し
、
江
戸
時
代
に
於
て
垂
井
が
如
何
に
し
て
成
立
し
た

か
、
或
は
外
來
文
化
の
影
響
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
論
じ
，
辛
く

和
漢
の
小
設
に
渉
り
之
を
集
成
し
や
う
と
し
た
馬
琴
の
我
文
學
史

上
に
於
け
る
地
位
を
併
せ
考
へ
る
を
意
等
し
て
る
る
。

　
時
枝
誠
記
氏
は
「
古
典
註
羅
に
現
は
れ
た
語
學
的
方
法
」
と
題
し

圭
と
し
て
仙
壁
抄
を
論
じ
、
四
壁
に
あ
っ
て
は
言
語
の
新
古
に
就

い
て
の
歴
史
的
な
考
な
く
、
言
語
の
箪
位
に
封
ず
る
意
識
も
亦
朧

氣
で
音
が
言
葉
を
構
寄
す
る
と
云
ふ
意
識
が
強
く
働
い
て
罵
り
、

　
　
　
　
　
　
甜
蟻
十
七
魚
⑳
　
餓
濯
｝
醗
　
　
　
一
囲
回
山
ハ

そ
の
尊
墨
的
方
法
の
鋏
馳
の
多
く
こ
れ
に
起
因
す
る
を
説
き
，
次

に
こ
れ
等
の
鋏
黙
あ
る
に
も
拘
は
ら
す
闘
志
に
は
古
典
註
鐸
に
當

っ
て
重
要
な
古
代
を
理
解
せ
ん
と
す
る
心
の
働
が
認
め
ら
れ
，
語

塵
・
的
方
法
に
於
て
も
少
な
か
ら
ぬ
卓
見
あ
る
こ
と
を
詳
細
に
例
護

し
て
み
る
。
こ
の
閣
古
典
註
霧
の
國
語
研
究
と
、
一
般
國
語
研
究

と
を
臨
鯛
し
、
古
典
註
羅
の
方
法
が
難
語
に
封
ず
る
考
へ
方
帥
ち

言
語
意
識
に
如
何
に
多
く
左
右
せ
ら
れ
る
か
等
を
問
題
と
し
て
み

る
。
け
だ
し
國
語
研
究
の
方
法
論
に
籍
し
て
示
唆
に
富
む
力
作
と

云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
藤
田
亮
策
氏
の
「
朝
鮮
及
び
内
地
獲
見
の
耳
飾
に
就
い
て
」
は
、

内
地
と
朝
鮮
に
於
け
る
三
世
紀
及
び
八
世
紀
頃
の
墳
墓
か
ら
獲
見

さ
れ
る
耳
飾
の
確
例
を
手
摩
比
較
研
究
し
て
其
形
態
の
憂
化
や
装

飾
法
を
詳
述
し
、
此
物
が
朝
鮮
に
培
は
れ
、
や
が
て
日
本
の
島
々

に
渡
り
、
早
早
に
治
金
に
、
鱗
造
・
合
金
・
鍍
金
に
あ
ら
ゆ
る
方
颪

に
糞
達
し
た
餐
路
を
注
意
し
、
更
に
北
方
民
族
の
文
化
と
こ
れ
等

と
の
關
係
に
も
及
ん
だ
も
の
で
，
東
洋
に
於
け
る
古
代
文
化
系
統

を
論
ず
る
上
に
よ
き
蓼
考
賛
料
を
提
示
し
て
み
る
。

高
木
市
之
助
の
「
山
家
鳥
虫
歌
と
近
世
民
誰
の
一
面
」
も
又
文
學

（　ld6　）



史
研
究
に
新
し
み
を
加
へ
た
黙
に
多
大
の
興
味
あ
る
も
の
で
。
先

づ
從
來
紹
介
麟
刻
さ
れ
た
山
家
鳥
虫
歌
に
比
較
し
て
氏
所
有
に
係

る
明
和
刊
本
の
優
れ
九
も
の
で
あ
る
こ
と
を
云
ひ
、
そ
の
成
立
、

性
質
、
仙
の
歌
譲
集
と
比
較
し
て
襯
た
得
失
等
を
論
じ
、
更
に
同
書

に
載
せ
ら
れ
た
牧
歌
を
通
じ
て
、
民
誰
の
最
も
根
本
的
な
酸
性
の

一
つ
、
郎
ち
動
き
一
傳
波
に
關
し
て
力
閉
す
る
こ
と
こ
ろ
が
あ
る
。

民
衆
の
眼
は
む
し
ろ
常
に
内
容
よ
り
も
技
巧
に
、
内
面
よ
り
も
表

面
に
注
が
れ
た
と
云
唐
勘
常
識
的
な
見
解
を
再
吟
味
し
て
、
學
問
的

な
必
然
に
高
め
ん
と
す
る
氏
の
努
力
を
窺
ふ
べ
き
で
あ
ら
り
。

　
田
中
豊
蔵
氏
の
「
佛
師
定
朝
」
は
、
両
朝
の
傳
記
を
整
理
し
、
作

隅
㎜
を
吟
味
穿
馨
し
て
、
現
存
す
る
唯
｝
の
彼
の
作
品
が
鳳
嵐
堂
の

阿
彌
陀
如
來
な
る
こ
と
を
考
謹
し
、
こ
れ
と
同
乱
淫
壁
の
諸
圖
等

と
の
關
係
を
考
察
し
、
鳳
鳳
堂
こ
そ
が
當
臨
の
宗
教
観
念
の
最
も

よ
き
藝
術
的
具
現
で
あ
る
と
断
ず
る
。
未
完
の
本
稿
が
「
定
影
回
の

完
成
」
「
定
朝
の
摸
倣
者
」
に
も
と
き
及
ぼ
し
て
夏
に
其
意
を
誰

し
、
以
て
本
邦
造
像
史
．
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
多
か
ら
ん
こ
と
を

望
む
。
菊
版
四
七
〇
頁
、
案
三
三
・
○
○
，
東
京
、
刀
江
書
院

〔
吉
田
〕

紹

介

桑

報

㈱
堤
腿
研
究
會
大
正

　
第
｝
西
口
十
一
月
二
十
一
日
午
後
一
畔
よ
り
京
都
帝
國
大
工
樂
友
會
館

大
講
演
場
に
於
て
聞
龍
、
左
の
三
氏
の
講
演
あ
り
、
引
綾
き
例
年
の
如
く

評
議
n
娯
の
改
選
を
行
ひ
、
薪
☆
に
藤
踏
田
｝
兀
春
・
小
牧
實
繁
爾
氏
が
乱
那
へ
ら
れ
．

カ
。

　
　
ビ
ス
マ
ル
ク
の
外
交
に
及
ぼ
ぜ
る
プ
ロ
シ
ャ
後
宮
の
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
塗
士
　
　
暗
野
谷
常
三
郎
氏

　
プ
ロ
シ
ャ
二
王
ウ
イ
町
ヤ
ム
「
没
に
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
掲
逸
鴎
家
の
統

一
と
云
ふ
理
想
に
岡
意
し
て
ゐ
郭
の
で
あ
ろ
が
そ
の
後
宮
と
姻
戚
關
係
に

あ
る
境
・
露
。
英
三
國
が
巧
み
に
後
霞
為
あ
や
つ
㌧
た
爲
、
王
の
理
想
實
現

の
決
意
ぱ
に
ぶ
ら
さ
れ
穴
。
云
々
。

　
　
日
本
珪
化
の
東
北
進
展
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
丈
學
三
士
　
　
面
替
田
・
貞
吉
氏

我
那
の
石
器
時
代
が
侮
曙
迄
下
る
も
の
で
あ
る
か
の
疑
な
解
決
し
や
う

と
数
隼
來
東
北
地
方
の
古
代
丈
化
な
追
究
し
て
ゐ
六
と
こ
ろ
、
大
和
斑
族

の
文
化
即
ち
所
謂
爾
本
文
化
は
逐
蒔
東
北
地
方
に
擾
が
り
、
や
が
て
全
櫨

な
覆
ふ
六
の
で
な
く
、
寧
ろ
飛
び
ノ
V
に
各
地
に
及
び
、
其
地
な
巾
心
に

附
近
に
傳
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
ろ
。
從
っ
て
山
問
遊
地

に
に
今
も
術
ア
イ
ヌ
の
丈
化
が
残
霧
し
て
み
る
。
云
々
。

℃

第
十
七
巻
　
第
一
號
　
　
一
凶
七
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